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【科目】線形代数基礎
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】電子メディア工学科・4 年次
【担当教員】

大嶋 一人

【授業目標・教育方針】
・行列の積等の演算ができること。
・エルミート行列、ユニタリー行列等の性質が理解できること。
・数ベクトル空間に対する次元と基底、部分空間が理解ができること。
・数ベクトル空間における内積が理解ができること。
・数ベクトル空間における線形写像が理解ができること。
・線形（部分）空間の定義、線形空間における線形写像が理解ができること。
・連立１次方程式の解法と、解と行列の階数の関係を理解できること。
・行列式の性質を理解できること。
・固有値、固有ベクトルの理解ができること。
・性質のよい行列に対する対角化ができること。

【授業概要】
・一般の行列の演算について学ぶ。
・エルミート行列、ユニタリー行列について学ぶ。
・数ベクトル空間（複素数値も含める）において、線形独立（従属）、次元と基底、部分空間について学ぶ。
・数ベクトル空間における内積について学ぶ。
・数ベクトル空間における線形写像について学ぶ。
・線形（部分）空間、線形空間における線形写像について学ぶ。
・連立１次方程式の解法と、解と行列の階数の関係について学ぶ
・行列式の性質について学ぶ。
・複素数値も含めて、固有値、固有ベクトルについて学ぶ。
・性質のよい行列に対する対角化について学ぶ。

【教科書・教材・参考書 等】
・教科書：西郷恵他著：「線形代数学」学術図書
・参考書：笠原皓司著：「線形代数学」サイエンス社　
・参考書：より高度な内容を扱った本としては　佐竹一郎著：「線形代数学」裳華房　がある。

【メッセージ】
３年までに学んだ線形代数の内容にもとづいて、線形代数をより基礎から、より幅広く学ぶ。

【備考】
小テストの状況に応じて、追加のレポート等を課すことがある。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：レポートには小テストも含む。
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：レポートには小テストも含む。

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力

【授業計画】（授業名：線形代数基礎）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回～ 5 回 行列 行列の演算とその性質、エルミート行列、ユニタリー
行列　

小テスト

6 回～ 9 回 数ベクトル １次独立、１次従属、部分空間、基底　　　 レポート
10 回～
12 回　

内積と正規直交基底 内積、正規直交基底、Gramm-Shmidt 直交化法、ユニ
タリー行列、直交行列　
　

小テスト

13 回～
16 回

数ベクトル空間の線形写像 線形写像、線形写像の行列表現、像、核、核の次元定
理

小テスト

17 回～
19 回　

線形空間と線形写像 線形空間、部分空間、基底と次元、写像、線形写像　
　

小テスト

20 回～
22 回

行列式 n 次行列式、連立１次方程式、逆行列、正則行列　　 小テスト

23 回～
26 回

連立１次方程式と基本変形 行列の基本変形と階数、連立１次方程式の解法、解ベ
クトルと行列の階数、正則行列と逆行列　　

レポート

27 回～
28 回　

固有値と対角化 固有空間、固有ベクトルの性質、対角化可能条件　　 小テスト

29 回～ 30 回 ユニタリー行列による対角化 正規行列　
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